
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

赤松

ブラム＝ストーカー
ハヌマーン

高校生

17

無知

貧乏

飢餓

長期通院

高校生

男

29

いいひと

2
3
2
1

1
0
0
0

3
0
0
0

6
3
2
1

34
4
8
13
26

3 2 1
1 2

噂話 1

《剥奪する手》 白兵 6r+3 5 備考 1+4　攻撃力：[1の消費HP]+8+破壊Lv*3

アームドスーツ 10 -3 -2 ドゴールの調達
ハードコート 2 -2 調達判定成功

12 -3

ドゴール（PC3）
金

膨れ上がる数字
対抗種

赤城 黒桜（PC1）
烏羽 空木（PC2）

春日恭二

誠意
執着
執着

同情
懐旧
感服

無関心
憤懣
食傷

無関心
嫌気
脅威

強化服

2 １

ワーディング

リザレクト

赤き剣

渇きの主

スタートダッシュ

破壊の血

赤河の支配者

ブラッドリーディング

瀉血

★

0

2

3

1

3

1

1

1

-

1d10

3

４

3

2

2

-

-

オート

気絶時

マイナ

メジャ

セット

マイナー

オート

メジャ

常時

視界

-

至近

至近

至近

至近

至近

至近

至近

シーン

自身

自身

単体

自身

単体

自身

単体

自身

自動

自動

自動

白兵

自動

自動

自動

自動

自動

-

↓100

-

-

-

Rimit

-

-

-

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

[LV*2]以下の任意HP消費

装甲無視 命中でHPを[LV*4]回復

戦闘移動を行う。 1シーンLv回

赤き剣の基礎値上昇

ダメージを-[1D+Lv*2]

血から情報を読み取る。

汚染血液の排出

afferato=飢えるもの

覚醒前は家庭環境が貧困なのに病院に通院しなくちゃいけない身体だった。
原因はブラム＝ストーカーの能力の一つ「破壊の血」と呼ばれる汚染血液が関係していることが判明している。彼の持つ対抗種としての血が、破壊の血に抵抗し
ていたのだ。
現在は瀉血により、過剰な汚染血液を排出することにより体質が改善し、対抗種の力も完全に引き出している。しかし、対処療法でしかなく（これまでよりは遥
かに負担が軽くなったとはいえ）通院は引き続き行っている。
また、覚醒前から破壊の血が発現していたことがうかがえることと、はっきりと能力を自覚した時期が不明であることから、生まれながらにして能力が覚醒して
いた可能性が非常に高い。中途半端だったゆえに、対処が遅れた形である。

家族と離れたくないという本人の希望もあり、UGＮと”依頼”という形で首輪を付けられている状態。金払いは良いので本人は満足。”依頼”に関しては無関心。
先述の通り、オーヴァードになった後は汚染血液の排出により容体が良くなっている。しかし、ほぼ毎日オーヴァードの能力を使っている影響か、衝動を抑える
ことが難しくなっており、貯金残高の数字が大きくなるだけでは満足できなくなってきている。
彼はこの問題への対策として、艦これとかのゲームでひたすらお金を増やす作業をしている。最近はクッキークリッカーにはまっているらしく「お金・資産を増
やす」ことから「数字を増やす」ことへ執着が微妙に変わり始めているらしい。

これだけならまだマシなのだが、彼は「数字を増やす」こと以外に無関心になり始めている。家族と離れたくないのに、その家族に無関心になりつつあるのだ。
今思えば、UGNの依頼も、金さえ払えば特に詳しい内容は聞かなかった。命がかかわるのに無関心だったのだ。都合がよかった部分もあり気にしていなかったが
、オーヴァードが生きるための根幹をなす「感情・衝動」の変化についての把握が遅れる失態だったと言えるだろう。
（これにより、ロイスに「家族」関係を取得していない。大事なものなのに、彼の中ではもうロイスにならない。）

依然として金稼ぎに執着はあるため、ショッピングモールでアルバイトをしていた。
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